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	Ⅰ　目指す学校
	スクール・ミッション
	「敬愛・誠実・努力」の校訓のもとに、心身の健全な発達を図り、良識ある有益な人物を育成します。生活規律・授業規律を重視し、誰もが安心して学べる環境を確保するとともに、地域に根差し、信頼される学校を目指して、生徒一人一人のニーズを的確に把握し、適切な支援を行うことで、自立や社会参加に必要な資質と能力を育成します。
	教育目標
	（１）豊かな個性と自主・自立の精神をそなえた生徒を育成する。
	（２）正義と自由を尊び、規律を守る生徒を育成する。
	（３）社会へ奉仕する心や他者に対する思いやりの心を持ち、人権感覚を備えた生徒を育成する。
	Ⅱ　今年度の取組と自己評価（Ａ:高度に達成、Ｂ:おおむね達成、Ｃ:もう一歩、Ｄ:抜本的改善が必要）
	１　教育活動への取組と自己評価
	（２）生活指導
	（３）学習指導
	（４）進路指導
	（５）特別活動
	（６）募集広報活動
	（２）学習指導【基礎基本の定着、学力向上、出席率の向上】
	（３）生活指導・特別活動 【部活動加入率の増加】
	Ⅲ　次年度の主な課題と改善策
	（１）中途退学防止
	在校する生徒の中には、これまでの学校生活で、不安な思いや不登校の経験のある生徒もいることから、不安な要素を取り除いたり、解決したりして、学校生活を続けられるように支援を行うことが必要である。
	そのために、特に一年生では、入学後まもなくスクールカウンセラーとの全員面接や全学年によるグループエンカウンターなどを実施する。その他の学年においても、進級、卒業や将来への展望が持てるよう、進路指導の充実を図りながらスクールカウンセラー、ユースソーシャルワーカー、保護者や関係機関と連携し、その生徒にとってよりよい方策をとれるように努める。

